
５・６年生から 
 

『フレンドシップウォー  

こわれたボタンと友情のゆくえ』（933 ク） 

アンドリュー・クレメンツ／著(ちょ)、 

田中 奈津子(たなか なつこ)／訳(やく)、講談社 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

『おはようの声』（913 オ） 

おおぎやなぎ ちか／作、 

くまおり 純(じゅん)／絵、新日本出版社 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2024 年 11 月 1 日発行 桶川市図書館 
 

☆今月の特集(こんげつのとくしゅう)☆ 
 

11 月 12 日は、 

洋服(ようふく)記念日(きねんび)です。 

そこで、今月は、いろいろな 

「おしゃれ」の本を 

紹介(しょうかい)します。 

 

ファッションの秋 
  

『自分らしくコーディネート！ はじめての 

ファッション ①どんな服装(ふくそう)を 

しようかな ～デザイン』（589 ハ 1） 

木本 晴美(きもと はるみ)／監修(かんしゅう)、 

汐文社 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日曜 月曜 火曜 水曜 木曜 金曜 土曜

1 2

3 4 5 6 7 8 9

10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23

24 25 26 27 28 29 30

お休み

11月

※毎週月曜日、桶川・川田谷図書館は

　お休みです。

※11月12日～11月17日は、本の点検のため、

　桶川・川田谷図書館はお休みです。

　　桶川図書館　（TEL　771-0303）

　　川田谷図書館（TEL　786-8846）

おはなし会

桶川図書館・川田谷図書館

　　毎週土曜日　午前10時30分～11時

坂田図書館（TEL　783-2150）

　　毎週土曜日　午前11時～11時30分

中央図書館（TEL　786-6353）

　　毎週土曜日　午後3時～3時30分

★「もりのくまさん」についてのお知らせ 

今月の『もりのくまさん』は小学生向きです。 

 

みなさんは、ふだん 

どのように服を選んで 

いますか？ ファッションを 

楽しむには、自分の好みを 

知ることが大事です。 

この本には、やわらかい 

イメージやちょっとからめの 

かっこ良い着こなしなど、 

自分の「好き」を見つけるヒントが紹介(しょうかい)

されています。男物風の衣服やスカートっぽい 

ボトムスを着こなすユニセックスな服装など、 

「なりたい自分」を楽しみたい人は、ぜひ読んでみて

ください。 

 

おじいちゃんが買い取った古い工場で見つけた 

のは、ダンボール箱 27 箱分のボタン。それを全部

もらったグレースは、社会の授業(じゅぎょう)に 

ボタンをひとつかみ持っていった。すると、 

学校中でボタンが大ブームに！ でも、親友の 

エリーとはけんかになってしまう。エリーは 

本当に親友だったのかな……？ 

学校中が夢中(むちゅう)になったボタン・   

フィーバーの結末は？ 

 

No, ３９９ 

 

 

 

 

３年生のゆっこにとって、６年生の 

エリちゃんは、となりの家の 

あこがれのお姉さんだった。 

ファッションデザイナーになるのが 

夢(ゆめ)だというエリちゃんのする 

こと、ゆっこは何でも まねして 

みたかった。でも、ある出来事の 

あとにあこがれているだけではだめだと気づいて……。 

そして今、ゆっこは６年生。中学生になった 

エリちゃんも、どこかで夢に向かって戦っているはず。 

 



１・２年生(ねんせい)から 

 

『せかいでさいしょに ズボンをはいた 女の子 

(おんなのこ)』（E セ） 

キース・ネグレー／作(さく)、 

石井 睦美(いしい むつみ)／訳(やく)、 

光村教育図書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『おしゃれなクララと おばあちゃんのぼうし』（Eオ） 

エイミー・デ・ラ・ヘイ／文、 

エミリー・サットン／絵(え)、 

たかお ゆうこ／訳(やく)、徳間書店 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３・４年生から 

 

『かのこと小鳥の美容院(びよういん)  

おしごとのおはなし 美容師(びようし)』（595 カ） 

市川 朔久子(いちかわ さくこ)／作、 

種村 有希子(たねむら ゆきこ)／絵、講談社 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

『風呂敷(ふろしき)』（385 フ） 

森田 知都子(もりた ちづこ)／文、 

ふろしき研究会(けんきゅうかい)／監修 

(かんしゅう)、文溪堂 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

５・６年生から 

 

『わくわく手芸部 ②毛糸で作ろう・かぎ針(ばり)』 

（594 ワ 2） 

ミカ＊ユカ／著(ちょ)、誠文堂新光社 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いまから ちょっと むかし。 

ズボンは 男(おとこ)の子の  

ふくで、女の子は ズボンを  

はいちゃ いけない じだいが 

あったのを しっていますか？ 

女の子が きる ふくは、 

おもくて あつくて、いきを するのも らくじゃない、 

きゅうくつな ドレスだけ。でも、メアリーという  

女の子は、そんなことは おかしいと おもって 

いました。そこで、メアリーは、ズボンを はいて  

町(まち)へ でかけました。すると……。 

 

このおはなしは、ロンドンの町に 

ある博物館(はくぶつかん)が 

ぶたいです。そこには、おしゃれな 

ドレスやきれいなぼうしがいっぱい 

あります。 

お人形(にんぎょう)やぬいぐるみに 

ぼうしやようふくをつくるのが大すきなクララと 

いっしょに、おしろみたいに すてきな博物館の中を 

のぞいているようなきもちになれるかも？ 

お気に入りのドレスやぼうし、たからものを 

見つけてみて！ 

 

わたしはとっても年よりですが、 

働き者(はたらきもの)と 

言われます。すてきな色や、 

模様(もよう)があって、 

掛(か)けたり、敷(し)いたり、 

運んだり。いろんな形になれますよ。 

遊びのお相手、できますよ。 

世界に仲間(なかま)も、たーくさん。 

仕事がなければ、小さくなって、場所もまったく    

とりません。あなたの家にも、きっとある。 

さあ、本を読んで風呂敷にくわしくなっちゃおう！ 

 

かのこは、長い髪の毛(かみのけ)を、 

いつもお母(かあ)さんに結(ゆ)って 

もらっていました。そんなお母さんが 

入院(にゅういん)して、自分ひとりで 

髪をまとめようとしますが、 

思い通りにできません。同じクラスの 

男の子には、髪がじゃまだと文句 

(もんく)を言われます。 

けれど、美容院にいる女の人とのすてきな出会いで、 

かのこは「新しいわたし」になろうと決意(けつい) 

します。 

 

あみものをしたことは ありますか？  

この本は、かぎ針という道具を 1 本だけ使って 

あむ「かぎ針あみ」という方法を紹介(しょうかい) 

しています。マフラーやマスコットなど身につける 

ものや、毎日持ち歩くものの あみ方が、大きな 

写真でわかりやすくのっています。 

初めてあむ人も、とってもおしゃれで すてきな

ものが、自分で手作りできますよ。 

 


